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「いじめは決して許されるものでない」

枚長　胴野　かミ

同じ学枚の生徒のいじめが点司と患われる中学生の自故がありました。

親から大切な令を孜か勺、一人の大切な存在として、親や親戚、地域や近隣の才々から、

そして先生方からも見守られ、いろいろなえ級を受け、日々馬食していたチビもが、東泉

自らの今を絶ってしまう。とても残念でなりません。鵡痛な思いがします。「今は大切なも

の、かけがえのないもの」です。

なぜなら、誹もが生まれながらにして人権をもっているからです。入鹿とは人としての

権利です。私たちは、自分の意志でこの世に生まれてきたわけではありません。しかし、

生まれてきた以上、私たちは、必碧とされている存在です。なぜなら、世の中

に同じ人剛はいないのです。だから、いじめられたり、早

い悩みを抱えたりしている人に私は強く官いたい。希えた

い。もしも早いことや村えられないことがあったとしても、

決して令を失ってln、けない。悩みを一人で救え込まず、

沸かに相談してほしい。そして沸かに自分の乳持ちを打ち明けてほしい。人に悩みを藷す

という事は自分が患っている以上に、心、乳持ちを楽にしてくれるものです。また、そう

すれば沸かが必ず助けてくれます。いじめも静決に向かうはずです。

学枚では、ふざけやからかい、心ない官営から、暴力やいじめに昇員してしまうことが

ときどき起きます。凍な富紫や官い才はもの魂く心に突き刺さります。また、人を鼻祖す

ることなども伺稔です。心や体が疲弊します。

いじめは形に現れるものばかりではありません。周りが見ようとしなければ見えないも

のもあります。「いじめは決して許されるものではありません。」いじめを鼻

息することや何題悪戦をもつことは、私たちの人権感覚が伺われることです。

象印生活の中でカのアンバランスが生じ、カの強いものが優位に立ってカを

急用し、いじめられ役が固定化するといじめが進行します。いじめられてい

る子は私立し、いじめている子たちは歯止めがきかなくなります。そうさせ

ないためには、周りの人的がブレーキをかけなければならないので

す。

いじめは、『いじめられている子』、『いじめている子』、そしてその

外側に、『いじめている子をはやし立てる子』、『いじめを見ても丸

ぬふりをする子』の吋層穐亀のヤで進行すると言われています。い

じめをストップさせる「止めようと官える、仲裁身鳥」が育っていないと落剥な状汎に

なります。いじめは決して許されるものではありません。「いじめは絶対にNO！」と官

える学園中生であってほしいと患います。
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蔵書月網を終えて

大泉学園中学枚では今年度、学故国音館え政見の協力を受け、或普啓恩活動として「麓

普月岡」を敦足し、ブックトークを中心とした本の紹介を符いました。取り組みの中心と

なり、誌轟を捉供していただいた固着館え政見さんに、親藩月岡の取り組みについて撮り

獲ってもらいました。また、実際に紹介された本の紹介えも合わせてこの紙面で紹介いた

します。

学枚図音館え政見　治申　幸恵

大泉園舎館からえ級に入り、ヶ年で4年8となりました。普及は生徒の骨し出しや奇祭

整理、展示や選者え級などを中心に勒移させていただいています。

大泉学園中学枚の生徒は本が好きな生徒が多いのですが、なかなか国富室に足が向かな

い生徒もいます。

そこで今年度は年網2回、『洩箇月伺』の取組をさせていただ

きました。第1回は6月15日から23日までの7日網。第1回

は11月2日から118までの7日網です。

固音館え汲異が用意した本の紹介展禍を、昼の放送時に汝通番

鼻が蔑み、え披見が勤務する2剛伺はえ扱鼻が、全校放逸でプッ

タトークをするという或みでした。

第1回ではテーマを『学校生活』とし、勉強や友情、率活動などが普かれている本の紹

介をしました。第2回ではテーマを『秋』とし、食べ物やスポーツ、婁術などを取り上げ、

季節感を出しました。

どちらも生徒たちに楽しんでもらえるように、青少年向け国富から、一般音まで悼広く

紹介を行いました。

元々国富に的して法界な学枚ですので、昼の叔速を鯛いて本を丸に泉る生徒が増えまし

た。また、紹介した図音を蔑んだ生徒からは「茹由かった」という声も絹くことができ、

見失した軋り組みとなりました。11月27日には歯音鼻兵舎主催の「本からの挑戦状」も

ありました。ますます温容推進活動が進むことが期待されます。

まずは、香月（かづき）美（み）夜（や）／作「本好きの下剋上（げこくじょう）司書にな

るためには手段を畳んでいられませんJです。

大学生の葦乃（うらの）は周りからr本が好きな変人」と呼ばれていました。

なぜなら、トイレでもお風呂でも移動中でも本を読んでいたからです。

文字を目で追っていないと落ち着かないほど、本が好きな麗乃。

もし死ぬのであれば本に埋もれて死にたいと常々（つねづね）考えていましたが、本当に

事故で本に埋もれて死んでしまいます。

次に麗乃が目覚めた時、なんと異世界の5歳児マインに生まれ変わっていました。

そして絶望的なことに、この世界では麗乃の大好きな本はほとんど存在しなかったので

す。嘆き慈しんだ麗乃は考えます。　「なければ作ればいい」と。

いつの日か麗乃は異世界に図書館を作り、司書となって本に囲まれた生活ができるので

しょうか？その先はぜひ、自分の日で確かめてみてください。
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小中一骨教育研究の推進
～大泉学園中学枚／大泉単軌1、学枚／大泉学園録小学枚～

11月17日（丸）に枚区割協鶉各が実施されました。これは、親局区教官鼻具合より

小や一骨教育研究推進グループとして、大泉学園中学枚、大泉学園小学枚、大泉学園録小

学枚の3校がグループの指定を史け、その研究の一環としても実施されているものです。

この度の協執釦ま、大泉学園中学枚に大泉学園小学枚、大泉学園録小学枚の免生者が集ま

り、まず、中学枚の及第を参観してもらいました。

特に小学枚の免生かことっては、小学枚を卒貫したチビもたちがどのように風長してい

るのか確鶉する槻食になります。また、小学枚で学んだことが、中学枚ではどのように土

台となって学習がスパイラルに進められているかを見学する

複合にもなります。

さらに、3枚の先生才で松村、作成した全教科の課幾度思

カリキュラムについて、現在、どのようにカリキュラムの取

り組みが進んでいるのか、また、小中学枚で尊蔑となってい

る内容は何か。小中学枚の教具同士が教科ごとの分科各で情

報え換、意見史換等を進めました。

課題改思カリキュラムとは例えば、国尊では小中学枚の9年何で大事にして育てたいカ

を、「洩音活動を史実させて、或静カを育てる」と考え、共通の目標を掲げます。その計棟

に向けて、小学枚の低学年（1～2年生）では本を或む察しさに乳付く。興味関心のある

本を秩しで或む。中学年（3～4年呈）では、目的に応じていろいろな本を蔑み、丈章を

引用したり、鼻的したりするカを高める。高学年（5～6年生）では臥均に応じて本を逢

ぴ、文章の内容を的確に＿おさえて蔑む。中学枚（1～3年生）

では悼広いジャンルの本を蔑みこなすカを育てる。

このように隻点臥樟（育成したいカ）を小中学枚の先生方

が互いに顔を合わせて検討し、小中学枚の各教科で互いにカ

を入れていく共通の計標として考えた内容が各教科の謀尭改

為カリキュラムです。

大泉学園中学枚、大泉学園小学枚、大泉学乳録小学枚の3

枚では現在、9年周の学習を見通した課為政思カリキュラム

に粥係する枚区制協亀倉を手綱3回（6月、8月、11月）実施しています。その中で、

小中学枚の免生者は互いに頻丸知りになり、乳経に教科指導の誌ができる粥係に少しずつ

なってきています。次年度からは、この研究をベースとして小や一骨教育の実践枚に3枚

の学夜が変わる予定です。婆然、各教科の課庵敢為カリキュラムは、チビもたちの塊状を

組長する中で、尊卑、小中学枚の免生者の意見や惜親変換を逢して、見直しや修正、村立

が行われていきます。

大泉学園中学枚、大泉学園小学枚、大泉学園録小学枚の3枚では、今後も先生方が「9

年同を見過した枚僕の創造」を小や一骨教育研究のテーマとして、協観を掛ナていきます。
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地域清掃を振り返って
2学年教祖　酒井　大樹

11月20日に大泉学園中学枚の地域滑稽が実施されました。

今切の地域滑稽には253名の生徒が参加しました。地味清浄の生徒ボランティアの£

集では、例年通り各クラス10人程度の参加者を予想していましたが、募集をはじめると

第1学年76人、第2学年74人、第3学年103人。多いクラスで30人を超える生徒

が希生したクラスもありました。当日は14時から串の予親でしたが、幸いにも天候に恵

まれ、PTAの方々のご協力もいただき、無事に地域滑稽を行うことが虫東ました。

本校の地域滑稽は、総局区のクリーン運動の一球として行わ

れています。参加した生徒里には、地域浄将を始める前に、取

り組む乳詩として、次のことを大切にして取り組むよう蛍をし

ました。

「みなさんは日々、地域のオ々にええられ、見守られながら

生活をしています。だから、本欄の地域清祥では、日頃おせ誌

になっている地域の方々への感謝の軋拝を込めて、自分たちが

暴らしているこの地域をよウキレイにするように尊めましょ

う。」

地域滑稽という奉仕活動を通じて、チビもたちが地楓社各の一員としての色覚を高め、

少しでも自分の町の環境美化について考えられるようになれば、今回の活動は意義深いこ

とであったと思います。私自身は教具として勧めて取り仕切った学校行事を終えて、心か

らホヅとした気薄らでいっぱいでした。

第2回　学枚評磯臭合
判校長．争本．由美子

11月20日（金）、第2回学校評議員会を開催しました。夜長あいさつの及、各学年の

教員から、叔常や生活の棟子などについてお蛍をさせていただき、

坪親員の才から、普何やご意見をいただくといった詔で進められ

ました。

今切は、筆削こついての蕃親が多くあげられましたが、特に、

家庭学習の習慣を身につけるための取り鑑みや、生徒の愚考カ・

判断力・表現力を高めていくための取り組みについて、慈見え操

が行われました。まカ、大慶夢伊小押、大慶学邸摩小学疫と研

虜グループと乙で虐めでき虐小中一粛衆夢研究についても、その取り軌み内容や成果・課

黒革についてお誌をさせていただき、ご意見を伺いました。亀や、常識員の皆さんご自身

の中学生の境のことや、お子さんが中学生だった嘆のことなども法規にのぼり、和やかな

罫胡乱の中、野鶴具合は進みました。

及罵参観の及、給食をご或食いただきました。烏枚給食（草枕で調理し、捜銚する方式）

を実施するために給食室の稽纂工事をしていたころ、お子さんが中学生だったという評議

員の才もおり、孝時の昔労誌などを伺いました。等凋、孝たり帝のように濃供されている

学校給食ですが、もっと感謝の丸薄らをもっていただかなければならないと感じました。
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